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1 ． は じめ に

この報 文 は，農 用 地 整 備 公団 の 「砂 漠 化 防止 対 策基 礎

調査 」 をベ ース と した もの で あ る。 この基 礎 調 査 は， 農

林水 産 省 の補助 金 に よ り当 公団 が， 19 8 5年 か ら1 9 89年 に

かけ て 現 地 調 査 を行 い ， 19 9 0 年 に そ の と り ま と め を行 っ

たも の で あ る 。

調査 の方法は，既存文献，資料の収集，現地調査，現

地関 係 機 関 か らの 聞 き と り， お よ び L A N D S A T ，N O A A

のデ ー タ解 析 を も と に ， 砂 漠 化 の 現 状 と 原 因 ， そ し て そ

の防 止 対策 を考察 した もの で あ る。

砂 漠化 の定 義 は， 197 7 年 ナ イ ロ ビで 開 か れ た 「匡l連 砂

漠化 会議 」 に よ る。す を わ ち，「砂 漠 化 とは，生 物 の潜 在

的生 産 力 が低 下 す る か破 壊 され，最 終 的 には， 砂 漠 の よ

うを状 態 に を る現 象で あ る。 例 えば， 放 牧地 の生 産 力 が

低下 し， 半事乞燥 地 の農 業 が 不可 能 に を り， か ん が い農 地

が土壌 の塩 性 化 によ って放 棄 され， あ るい は他 の 何 らか

の形 で， 土 壌 の 生産 力 の低 下 を きたす 現 象」 で あ る。

2 ． 調 査 目的

この調 査 の 目的 は， 世 界 で最 も深 刻 を砂 漠 化 の 影響 を

受けて い るサ ハ ラ砂 漠 以 南 の ニ ジェー ル河 流 域 （主 と し

てサ ヘ ル地 域 ）に お いて， この地 域 の 砂漠 化 の進 行 状 況

とその原 因 を調査 し，イ沙漠 化 防止 対 策 の基 本 構 想 を作 成

する こ と， およ び現 地 の 自然 と社 会 状 況 に あ った 農地 開

発の 可能 性 を見出 す こ とで あ る。

3 ．調査範囲

調査 範 囲 は， ニ ジ ェー ル河流 域 （流 域 面積 209 万 km 2，

＊農 用地 整備公団 〒 10 5 東京都港区芝 公園 2 の 4 の 1

秀 和 芝 パ ー ク ビ ル B 館

土壌 の 年勿理 性 第 6 3号 p p ．3 5～ 4 2（19 9 1）

流路延長 4 ，130 k m ，年間総流出崖 8 ，990 億 m 3）の内，サ

ハラ砂 漠 を除 く 1 4 1 万 k m 2 を対 象 とす る。対 象関 係 国 は，

ギニ ア ， コ ー ト ジ ボ ア ー ル ， ブ ル キ ナ フ ァ ソ， マ リ， ニ

ジ ェ ー ル ， ベ ニ ン ， ナ イ ジ ェ リ ア ， チ ャ ド ， カ メ ル ー ン

の9 ヵ 国 で あ る 。

4 ．砂漠化の原因 と進行状 況

砂 漠 化 の上副 勾と して は， この地 域 の降 雨 量 が 少 を く，

そし て 不 規 則 で あ り ， 高 温 で あ る と い う 自 然 要 凶 が あ っ

て， こ れ に 人 為 的 賓【勾 が 作 用 す る こ と に よ っ て 自 然 の 生

態系 の バ ラ ン ス が 失 わ れ る た め と 考 え ら れ る。

人 為 的 を 要 凶 と は ， 人 ［1 増 加 に と も を っ て ， 自 然 の 回

復力 を越 えた過剰 耕 作 ， 過 剰 放 牧 ， ま き採取 の増 大 が あ

って， これ に よ って植 生 と森 林 が減 少 し， 土壌 の 劣悪 化

が進 行 して い る の で あ る 。

砂漠化の進行状況 につ いては，人工衛星 N O A A の植物

指標 デ ー タの 分 析 と， F A O 作 成 に よ るハ ザ ー ドマ ップ

を参 考 に して砂 漠 化総 合 凶 （凶 － 1 ）を作成 した。

降 雨 量 が 少 い と い う 自 然 薯 旧 か らす る と ， こ の 地 域 の

北にあるサハ ラ砂 漠 の 南稼 が 徐 々 に南下 す る現 象 が あ る。

こう した と こ ろ は ， す で に 植 生 が 乏 し く， 生 産 活 動 は ，

季節 に よ っ て 移 動 す る 放 牧 し か 行 わ れ て い を い と こ ろ で

あ り， 砂 漠 化 の 進 行 と い う視 点 か ら み る と特 に 著 し い も

ので は を い。

ニ ジェ ー ル河流 域 の砂 漠 化 の進 行 は， サ ハ ラ砂 漠 の 南

緯地 帯 よ りも，もっ と南側 の ，降 雨 量 が 5 00 m m 前 後 あ る

耕作 地 帯 の 方 が 砂 漠 化 が 著 しい とい え る。特 に， 人 口

の都 市 集 中 に よ る ま き使 用 量 の増 大 によ っ て， 都 市近 郊

からの森 林 の減 少 に よ る砂 漠 化 の拡 大 が ，最 も苦 る しい

もの で あ る。（図－ 1 砂 漠 化総 合 図， お よび図 － 2 農

業・ 土地 利 用 形態 区分 凶 参只削
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図－ 1 砂漠 化 総 合 ［架1
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図－ 2 農業・土地利用形態 区分凶

5 ．砂漠化防止対策の基本構想

サヘル地域の砂漠化 の実態，土地 ・水資源 の開発 の可

酸性が お お む ね明 らか とを った と こ ろで次 の基 本構 想 を

提案 す るに 至 っ た。

① 調和 あ る土地 利 用

（卦 拠 点地 域 に お け る農 業・ 農村 開 発

③ 拠 点地域 を結 ぶ回廊

④ 森林および水資源地帯の保護

⑤ 緑 の防衛帯の創成

技 術 的 を考 え方 の 基本 は， 土 地 ・ 水 資源 の開 発 ポ テ ン

シャ ルの 高 い地 域 か ら，農 業 ・ 農 村 開発 に と り くみ， こ

の拠 点 地 域 をベ ー ス と した緑 と流 通 の ネ ッ トワー ク（道

路・ 水 路 の整 備 と， これ に沿 っ た防 風林 の育 林 ）をつ く
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り出 し，年間 300 m m 程 度 の耕作 可 能北 限 地 域 には，特 に

育休 を密 に して， 森 林 地 帯（緑 の 防衛帯 ）をつ く り出 そ

う と す る も の で あ る。

6 ．基本構想の背景

サ ハ ラ砂 漠 は， 紀 元 前6000 年噴 か ら250 0年 頃 まで の数

千年 間 は，緑 のサ ハ ラで あ った こ とが記 緑 され て い る。

その 当時 と今 日で は ，気 候 条 件 が異 るた め， 以 前 と同様

の緑 を再 生 さ せ る こ と は 不 可 能 で あ ろ う。 し か し， 現 在

の気候 条 件 の も とで も， 人間 生活 が十分 に営 め る程 度 の

緑を 回 復 さ せ る こ と が 部 分 的 に は 可 能 で あ る と 考 え る 。

サ ヘ ル諸 匡＝ま， 厳 しい 自然環 境 と，社 会 経 済的 を歴 史

のも とで ， 国 際的 を経 済 援 助 に頼 ら をけ れば を らを し）状

況に あ る 。 こ の 厳 し い現 実 を 知 り を が ら， 緑 の 回 復 を 可

能と考 え る には， 下 記 の理 由が あ る。

①サヘ ル諸 臥 よ， いず れ も砂漠 化 の進 行 に苦 しん で い

る状 況 に ある が， その程 度 は画 一 的 を もの で は を い。

こ う した 半 乾草 地 の中 に も， ニ ジ ェー ル河 や ワ ジの伏

流 水 ， 湧 水 を どの 水資 源 に恵 ま れた緑 豊 か を地 域 も あ

る。 こ う し た 地 域 を拠 点 と し て ， か ん が い を 中 心 と し

た農 業 開 発 と育 林 を積 極 的 に実 施 して い くことによ り，

緑 豊 か を 大 地 を 回 復 し， 拡 大 し て い く こ と が で き る も

の と考 え る 。

②厳 しい 自然条 件 の も とで も， 遊 牧， 天 水 耕作 を ど に

よ り， 現 にそ の土地 資 源 と水資 源 を活用 した 生産 括 動

が営 まれ て い る。住 民 の こ う した生産 活 動 が ， この地

域 の生 態 系 の一 環 をを してい る との視 点 か ら，耕 作 と

牧 畜， お よび林 地 の調 和 あ る土 地 利 用 を確 立 す る こ と

に より，この地 域 の 砂漠 化 防 止 が可 能 で あ る と考 える。

③水 が集 り，土壌 水 分 が保持 される地 形条 件 の所 に は，

植 生 が定 着 して い る。 か ん木林 が虎 斑模 様 の植 生 を な

して い る所 や， 国 道 の盛 土 に沿 った植 生 の 定 着 を どが

そ うで あ る。 こ れ ら の 現 象 は ， 降 雨 時 に 流 れ 去 っ て し

ま う表流 水 を コ ン トロ ー ルす れば ，農 業 生 産 の安 定 と

増 産 が可 能 で あ る こと と，適 地 と樹種 を選 定 す れば ，

か ん が い を し の 育 林 が 可 能 で あ るこ と を示 す もの で

あ る 。

④水 資 源 の か ん養 と土 壌 保 全 につ い て， 農 家 レベ ルの

具 体 的 を技 術 と，各 国 ご とお よび 国際 的 を技術 の普 及

と啓 蒙 活 動 が現 在 実施 され て い る。 そ して ， か ん がい

プ ロ ジ ェ ク トや ， 育 林 プ ロ ジ ェ ク トが 数 多 く実 施 さ れ

て い る 。

こ の よ うに ， 見 方 に よ っ て は ， こ の 地 域 は 自 然 条 件 に

恵ま れて い て， 採取 経 済 的 を生酒 が成 立 して い た ので あ

る。 これ が西 欧文 化 との 交流 に よ って， 生 楕様 式 が変 っ

てきた こ と と， 急 速 を人 口増 加 に よっ て， 農 業 開 発 や育

林対策 を しには砂 漠 化 が進 行 す る よ う別 犬況 と をっ て い

るの で あ る 。

7 ．砂 漠化防止対策の具 体例

砂 漠 化 の 原 因 は複 合 的 で ある。 また， 農 業 生 産 の 安定

的増 産 対策 と して取 り入 れ た か ん が い農 業 が，塩 害 をお

こして砂 漠 化 の原 凶 にを っ た り， マ ラ リヤ等 の 伝 染病 の

拡大 の原 因 と をる恐 れ もあ る。 した がっ て， 砂 漠 化 防止

対策 は ，数 多 くの 専 門 分 野 に 及 ぶ 慎 重 を検 計 が 必要 で

ある。

こ こで は， その具 体 例 を 「直 接 的 を対策 」 と 「間接 的

を対策 」 の 2 つ に区 分 して み た。

1 ）直接的 を対策

直接的 を砂漠化防止対策 には，土壌 の風食・水食防止，

防風・ 防砂 林 ，砂 丘 移 動 防 止 をあ げ る こ とがで きる。水

食や風 食 に よ り土 壌 が移動 して い る所 には植 生 は定 着 し

をい。 ま た ， 人 為 的 を 原 因 に よ り， 植 生 が 減 退 した と こ

ろの土 壌 は， 風 食 と水 食 を受 け て砂 漠化 が進 行 す る。

直接 的 を砂 漠化 防 止 対策 とは， この土 壌 移 動 の 悪循 環

を断 ち切 っ て ， 土 壌 を 固 定 し ， 植 生 を 定 着 させ る こ と を

直接 の 技術 目的 とす る もの で あ る。

植 生 の定 着 条件 の をい と ころ に， 防風 ・ 防砂 効 果 が表

れる程 の広 範 囲 に わ たっ て ， 人為 的 に環 境 を改 善 す るこ

とで あ る か ら ， コ ス トの 高 い こ と が 特 徴 の 山 つ と を る。

新設 した国 際 道路 が移 動 す る砂 丘 に埋 っ て しま うの を防

止す る とか， オア シスの集 落 を， 防 風・ 防砂 林 で 守 る こ

と等 の 事例 が ある。 目的 と受益 者 が明確 に を り， その資

金対策 がつ けば既 存 の 事例 にを らっ て この対 策 を実施 で

きる 。

この調 査 で提 案 した 「緑 の 防衛 帯 」 の 目的 は ，地 球 規

模の 環 境 対 策 の 一 つ と し て ， 国 際 協 力 の も と に と り く も

う と す る も の で ， こ の 合 意 形 成 に は 時 間 が か か る 。

2 ） 間接 的 を対策

間接 的 な砂 漠化 防 止 対策 と しては ，農 業 ・ 農 村 整備 ，

水資源 開発 ，人 口 対策 ，エ ネル ギー 対 策 ， イ ンフ ラ整 備 ，

教育 ・ 啓蒙 等 が あ げ られ る 。

住 民 の生 暗 が この 地域 の 生態 系 の 一環 をを し，しか も，

影響 力 の強 い因子 で あ る との視 点 か ら， 自然 との 調和 あ

る生 子舌様 式 と 資 源 利 用 を 見 出 そ う と す る も の で あ る。

人間生 活 の 諸 活動 を改 善 す るこ とが 間接 的 にj沙漠化 防止

にを る も の と 考 え る 。

間接 的 を対策 の うち，農 業・ 農 村 開発 につ い て の考 察

を述 べ る。

農 業 ・ 漁 業就 業 率 は ，沿 岸 諸 国 では60 ％前後 で あ るが，
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砂漠 化 が 進 行 し て い る マ リ， ブ ル キ ナ フ ァ ソ ， ニ ジ ェ ー

ルで は80 ％ を越 え る。 内陸 国 の農 業 は 自給 自足的 か J、農

がは とん どで ある。 農 繁期 の労働 は 苛酷 で あ るが， 生 産

性は低 く， 収穫 は 不安 定 で あ る。 そ して，憎 作 的 を 食糧

不足 の ため に，耕 作 地 の 面積 拡 大 を図 って い るが， 単 位

収量 は年 々低 下 して い る。

生活 の中 で 通 貨経 済 の比 重 が大 き くを って いる の で，

2 0 ～30歳 台 の 男性 は， 農 閑期 に都 市 へ 出稼 ぎ にで る。 都

市で は， こ れ を吸収 で き る雇 用機 会 が あ る訳 で は か 、の

で， 市場 や 空 港 等 に集 って ，－荷 物運 搬 を どの 偶発 的 を仕

事を待 っ て い る若者 が 多 い。

こ う した 貧 しい農 村 地域 の， 農 業・ 農 村 開 発 の 方法 を

次の よ う に 考 え る。

（ 1 ）農業開発

①耕作 地 と休 閑地 を計担軸勺に配 置 す る。

②休 閑地 に は家 畜 を放 牧 し，家 畜 の 糞尿 に よ る地 力回

復 を 図 る 。 こ の こ と に よ り ， 遊 放 民 と農 耕 民 の 協 調 を

図 る。現 に実 施 され て い る方法 で あ るが， 休 閑地 の減

少 の た め遊 牧 民 と農耕 民 の 争 い が起 る こと も あ る。

③施肥 技 術 を普及 し， 耕 地 の連 続 栽 培 を可能 と し，単

位 収 量 の増 収 を図 る。

④小 ダ ム・ 畦 つ く り等 の 伝 統 的 技 術 によ る表流 水 の

貯 留 技 術 の 普 及 を 図 る。 この農 業 基盤 の 整備 は ，農

閑 期 に 実 施 す る よ う に し， 労 賃 と資 材 費相 当分 の 奨

励 金 を支 給 して， 若 者 の農 村 にお け る就労 機 会 をつ く

り出 す 。

⑤ 土 壌 と水 資源 条 件 にあ わせ て， 栽培 を 多様 化 す る。

野 菜 ， キ ャ ッサ バ， 甘 し ょ， 果樹 の導 入 を図 る。

⑥防風，防砂林，庇蔭林 の奨励。

⑦ 薪 需 要 にみ あ っ た造 林 計画 の 実施 。

（2）農村整備

若 者 の都 市 集 中 を防 ぎ， 若 者 が農 村 で就 労 で き るよ う

にす るた め に次 の 事項 を提 案 す る。

① 地 方道 の整備，生活用水施設の整備， および集落周

辺 の 育林 を公共 事 業で 計 画 的 に実 施 し， 安 定 した 雇用

機 会 をつ く り出 す 。

② 農 器具 ，荷 車 ， 自転 車 ， バ イ ク， 自動 車等 の 修 理加

工施 設 をで きるだ け多 く地 方 に配 備 す る。 こ この 技術

者 の職 業 訓練 所 を地 方都 市 に設置 す る。

③ 流 通施 設（市場 ，出 荷場，穀物 倉庫等）を建設整備

し，農 業 共同 組 合 による流 通 の活 性 化 と広 域 化 を図 る。

④ 農 産物 加 工技 術 （貯 蔵 食品 ）の改 善 と普 及 を図 る。

⑤ 初 等 教 育 の普 及， √供 た ちの 教 育 の機 会 を保 証 し，

学 校 給 食 を実 施 す る。 ニ の ため の教 員 養成 が必 要で

あ る 。

⑥ 医墳機関の地 加 妃置。

8 ．実証調査の実施

農 Hj地 整 備 公 川 は，「砂 漠 化 防止 基 礎 調査 」 に引 続 い て，

ここで提 案 した 砂漠 化 防 止対 策 の技 術 的 裏 付 け を得 るた

め， 平成 2 年 度 か ら 6 ヵ 年計 画 で実 証 調査 を実 施 す る チ

淀で あ る。

この 実 証調 査 は ， ニ ジェー ル回ニ ア メ イ巾 の南 西 5 5 k m

にあ る トロ デ イ に ， 10 0 h a の 実 証 圃 場 を 設 置 し て 行 う も

ので あ る。調査 内 容 は ，気 象水 文 観乱 作 物 栽培 の実 証 ，

水資 源確 保 の 方法 とか ん が い技術 の調 査 ， 太 陽エ ネ ルギ

ー活 用 方法 の調 査 で あ る。 また，この 周辺 地 城 にお い て，

砂丘 移 動 の 実 態 把 掘 と， リモ ー トセ ン シ ン グ 手 法 に よ る

砂漠 化 の進 行状 況 の 調査 を行 う。

9 ．土壌条件か らみた農業開発 と緑化の可 能性

1 ） ニ ジ ェー ル河 流域 の土 壌 と根 性 の特 徴

（1 ）虎斑模様の植生

サヘ ル地滞 の 土壌 は ， 人 部分 が 赤 色 の ラ テ ライ トで 占

めら れ て い る。 ラ テ ラ イ トは ， 人 き を気 温 差 に よ る岩 石

の風化 ， 雨 水 に よ る塩 基 や 有機 物 が溶脱 し， そ して 不春

作の 鉄 と ア ル ミニ ュ ー ム が 残 る こ と に よ っ て 生 成 さ れ る。

砂漠 化 の 進 行 は ， こ の よ うを 菱 分 の 乏 し い ラ テ ラ イ ト土

壌の 分布 域 にお い て， 揮 い表土 が失 われ， 不毛 化 して い

くケ ー ス が 多 い。

この地 域 の 植 生状 況 は ， 種類 が 多様 で あ るこ と と， そ

の生 育状 況 に ム ラが 日立 つ こ とが特 徴 的 で あ る。 平 坦 を

地形 にお い て，土 壌 と表 流 水 が流 去 す る所 と集 積 す る所

との 土壌 ・ 水 分状 況 の違 い が，植 生 の生 育状 況 に反 映 し

て い る の で あ る 。

例 えば ， この地 域 特 有 の虎 斑模 様 の 自然 かん木 林 が あ

る。50方 分 の 1 以上 の地 形 1ズ】には， B r o s s e T ig r e e の 表

示が あっ て ，地 L瀬 上か ら そ の 規 模 を 読 み と る と， 幅 数 k m ，

長 さ数 10 k m の 虎 斑状 の しま模 様 で あ るが ， 実 際 に地 上

で み る と ，幅 数 m ， 長 さ数 10 m く ら い の 小 規 模 の し ま 模

様で あ り ， こ れ を航 空 機 に よ り上 空 か ら み る と ， この 小

規模 を しま模様 の群 が， よ り大規 模 の煉 寓 の し ま模 様 を

形 成 し て い る 。

こ の 成 体＝ニつ い て は次 の よ う に 考 え ら れ る 。

平坦 を地 形 に 降 雨 が あ る と， 凸 地 の 水 は流 れて 凹地 に

集 ま り， 一時 的 に は 水 た ま り と を っ て地 F に 夜 通 し， 土

壌 水 およ び地 下 水 とを る。 サ ヘ ル地 域 の厳 しい 自然 条件

の も と で は ， 表 流 水 が 流 れ 去 っ て し ま う地 形 の と こ ろ に

植 生 は定 着 せず 裸地 で あ る が， 表流 水 が 集 る凹地 では土

壌 水 分 が 多 く，植 生 が定 着 す る。平 坦 を地 形 で あっ て も，

微 妙 別 凹凸 の 地 ノ汐の う ね り が あ り ， そ の うね り模 様 に 従
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って土 壌 水分 が異 り， そ して ，土壌 水分 の 多 い とこ ろ に

虎斑状 に かん木 が走 者 して い るので あ る。

この虎 斑模 様 は， 自然 の かん木 林 形 成 だ けで を く， ミ

レッ ト， ソ ルゴ ーの耕 作 畑 に も，作物 の生 育 状 況 に同 じ

ようを し ま 模 様 の 濃 淡 が ， 1 0 m 幅 く ら い の サ イ ク ル で み

られ る。 ミ レ ッ ト， ソ ル ゴ 耕 作 は ， す じ状 点 播 と除 草 を

するだ けで ，施 肥 はほ とん ど か 、ので ，地 形 の微 妙 を凹

凸の うね りに よる土壌 と水 分 の 違 い が，作 物 の生 育状 況

に反 映 し て い る も の と 考 え ら れ る。

（ 2 ） 国道 盛 土 の上 流側 と下 流 側 の植 生 の速 い

盛 土 によ り建 設 された道 路 の 左右 に，植 生状 況 の差 が

みら れ る こ と が あ る 。 上 流 側 に は 植 生 が 多 く， あ る い は

耕作 利 用 され てい て も， 下流 側 は植 生 が少 を く， 荒地 と

をっ て い る よ うを 例 で あ る。 こ れ は ， 道 路 の 盛 土 に よ っ

て， 表流 水 が上流 側 に一 時滞 留 し， 土 壌水 分 が かん 贅 さ

れた 結 果 と考 え ら れ る 。

こ う し た 国 道 ル ー トは 昔 か ら あ っ た が ， 高 速 道 路 と し

て整 備 され たの は最 近 で あっ て， マ リ国 の ガ オで は 完成

が1 98 5 年 ， ブ ル キ ナ ・ フ ァ ソ 国 の ワ ガ ドグ か らニ ジ ェ ー

ル国 の ニ ア メ イ 間 が 完 成 し た の は 1 9 8 2 年 頃 で あ る とい う○

そし て ， こ の 道 路 建 設 に と も を う盛 土 に よ っ て ， 表 流 水

が滞 留 す る上 流 側 に は， 数 年 もす る と植 生 が 定着 す るよ

う に を る。地 形 に よ っ て ，そ の 規 模 は い ろ い ろ で あ る が ，

こう した とこ ろで は， 乾 燥 に強 い樹 種 を選 定 す れば ， 無

かん が いに よ る育 林 が可 能 で あろ う（写 真 － 1 道 路盛

土によって上流 側 に土壌 水 分 が かん養 されて植 生 が走 者 ）。

（3 ） 現 地 にお け る緑 化技 術 の例

現地 に お け る緑 化 技 術 の 一 つ と して ， 半 円弧 の溝 を掘

って 表 流 水 を キ ャ ッチ し ， こ こ に 植 樹 ま た は ， は 種 す る

方法 が あ る。植 樹 した当 初 の状 況 は， これ で育 つ の だ ろ

うか と心細 い状 況 で あ るが ， 実 用 と を って い る方 法 で あ

り， 効 果 の あ る 方 法 で あ る こ と を 現 地 で 確 認 し て い る

（ 写 真 － 2 ウ オー タハ ー ベ ス トに よ る植 樹 ， 写 真 － 3

ウオ ー タ ハ ー ベ ス トに よ る緑 化 （ 2 年 目 ））。

（ 4 ） 土壌 条 件 の厳 し さ

平 成 2 年度 か ら開 始 した 実 証 調査 で，裸 地 に お け る土

壌層 別地 温 を測 定 した（図 － 3 ， 図 － 4 ）。 ニジェ ー ル国

トロ デ イ にお け る事乞李 の 地 温 で あ る 。 表 層 は 連 日最 高 5 5 0C

前後 ，最 低 1 5 9C 前後 を く り返 してい る。 下層 5 c ln で も，

連日 4 0 ロC を越 える ので ， 植 物 に と っ ては厳 しい条 件 で

あ る 。

2 ） 農 業 開発 と緑 化 の可 能 性

「 6 基本 構 想 の 背景 」 で ， 農 業 開発 と緑 化 を可能 と

考え る理 由 を述 べ た が， を お， これ を補 足 して本 報 の ま

と め とす る。

まず ， 砂漠 化 防 止 の 目的 は何 か を考 え直 して み た い。

今，地 球 規模 の環 境 問題 が国 際 的 を課 題 とを ってい て，

砂漠 化 防 止 もその 一つ で あ る。 砂漠 の よ うを不

毛の 土地 が どん どん拡 大 して い る。 C O 2 を分 解 す る緑 が

減少 して ゆけ ば， や が て地 球 全体 が砂 漠 に をっ て しま う

一一一】 石葎か に そ の 通 り か も しれ を い 。

だ か ら と い っ て ， 押 し よ せ て く る砂 漠 化 の 最 前 線 を，

写兼 － 1 ウ オ ー タ ー ハ ー ベ ス ト に よ る 植 樹 （1 年 目 ， ト ロ デ イ ）
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写兼 － 2 ウ オ ー タ ー ハ ー ベ ス トに よ る緑 化 （ 2 年 目 ， トロ デ イ）

写兼一 3 道 路盛 土 に よっ て上 流 側 に土 壌 水 分 が か ん蕃 され て植 生 が 定着 （ガ オ）
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国際 的 を組 織 で 対応 す れば これ を守 るこ と がで きる だ ろ

う か 。

U N E P が ，過 去 10数 年 の砂 漠 化 防 止 対策 を反 省 して と

り ま と め よ う と し て い る ，「 S a v e  M a n  n o t ， t h e  L a n d 」

とい う報 告 書 の 案 文 を見 る機 会 を得 た 。 その 基 本的 を考

えは，砂 漠 化 の 影響 を生 活 その もの に受 け を が ら， をお ，

そこ に 居 住 す る 住 民 が 居 る こ と を 主 題 と し て ， そ の 生 活

環境 を守 る ことが 砂 漠化 防 止 の 目的 で あ り， その住 民 の

活力 こそが，砂 漠 化 防 止 の瞭 動 力 と をる との 認 識 で あ る。

これ は， 本 報 に お け る砂 漠 化 防止 につ い て の基 本 的 を

考え 方 と一 致 して い る と 思 う。

西 ア フ リ カ， ニ ジ ェ ー ル 河 流 域 ， サヘ ル … … トロ デ イ

， これ らは， 一様 を もの で は な く， 調査 して知 れ ば

知る程 に多様 で あ る。 そ して，砂 漠 化 防 止 の 対策 も 多様

であ るが ， そ の技 術的 を指 標 とを る もの は ，土 と水 が基

本的 を も の で あ る 。

土 壌 物 理学 の対 応 と可酸 性， そ して その 必 要′性 は，砂

漠化 防 止 にお い て 多大 で あ る。

Sum ma「y

T h is  r e p o r t i s  d o n e  f r o m  t h e i n f o r m a t i o n  o f  t h e  B a s i c  S t u d y  f o r  A g r i c u l t u r a l D e v e l o p m e n t i n  t h e

N ig er R iv er B a ssin d one by JA L D A （Jap an A g ricultur al L and D evelop m e nt A gen cy）・ JA L D A has  s t u d i e d

t h e  f a c t o r s  o f  t h e  c a u s e s ， a n d  t h e  a c t u a l s t a g e  o f  d e s e r t i f i c a t i o n  a n d  t h e  c o n t r o l o f i t i n  t h e  b a s i n  o f

N ig e r  R i v e r  f r o m 1 9 8 5 t o 1 9 9 0 ・ T h e  m a i n  p u r p o s e  o f i t i s  t o  s e e k  f o r  t h e  p o s s i b i l i t y  o f  a g r i c u l t u r e

d e v e lo p m e n t in  t h a t  a r e a ・ W e  t h o u g b t  t h a t  t h e  d e s e r t i f i c a t i o n  c o n t r o l i s  s y n o n y m  t o  k e e p  e n v i r o n m e n t

o f life ． T h e o c c u p a n ts o f th a t e n v ir o n m e n t a r e fa rm e r s  a n d  n o m a d a s ， S O  t h e  p o i n t o f t h e  d e s e r t i f i c a t i o n

c 。n tr。1 is  t 。 f i n d  o u t  h o w  t o  c o n t i n u e  m o d e r n  a n d  t r a d i t i o n a l f a r m i n g  s y s t e m  a n d  s t a b l e  g r a z i n g ・

In  t h a t  a r e a ， t h e  d e s e r t i f i c a t i o n  d o e s n ， t  c o n s t a n t l y  m a k e  p r o g r e s s  f r o m  t h e  S a h a r a  d e s e r t  t o  t h e

s outh． W e can observe the vegetation recover according to the precipitation fluctuation∴Theintense

d ese rtific atio n can be observed near by city side because of the population growi咽and the culture

z o n e s  w h e r e  t h e  p r e c i p i t a t i o n i s  a b o u t 5 0 0 m m ・

JA L D A p r o p o s e d  t h e  c o n c e p t s  o f d e s e r t i f i c a t i o n  c o n t r o l a s  t h e  r e s u l t o f t h e  s t u d y  a s  f o l l o w s ・

（ 1 ） I m p r o v i n g  t h e  h i g h  p o t e n t i a l a r e a  f o r  t h e  a g r i c u l t u r e  a n d  s o c i aトe c o n o m i c  c o n d i t i o n・

（ 2 ）L an d  m a n a g e m e n t ．

（ 3 ） c onn ecting  t h i s  h i g h  p o t e n t i a l a r e a  w i t h  t h e  d e v e l o p m e n t  o f  t h e  r u r a l r o a d s ， t h e  w a t e r w a y  a n d

fo r e s t （tr e e s  a n d  b u s h e s ） ．

（ 4 ） C on struc tio n  o f  g r e e n  d e f e n s e  z o n e  a t  t h e  n o r t h e r n  b o u n d a r y  a r e a s  o f  c u l t u r e  t o  p r e v e n t  t h e

s o u th w a r d  d e s e r t i f i c a t i o n ．

（ 5 ） P r otection  f o r e s t s i n  t h e  w a t e r  r e s o u r c e  a r e a  a n d  t h e  t r o p i c a l r a i n y z o n e ・

T h e  t y p i c a l t o p o g r a p h y i n  t h a t  a r e a i s  a  v a s t c o m b i n a t i o n  o f  t h e  u p l a n d p l a i n a n d a l l u v i a l l o w l a n d

a r e a s．In  t h e  v a s t l a n d ， t h e  s o i l a n d

m a kes  t y p i c a l e c o l o g i c a l p a t t e r n s ， a n d

u r a l c o n d itio n s．

C o n s id e r in g  t h e  d i f f e r e n t  c o n d i t i o n

f ic a tio n  c o n t r o l ， a n d  t h e  p o s s i b i l i t y i n

w a te r  c o n d i t i o n  a r e  d i f f e r e n t  f r o m  e a c h  p o i n t s ． T h e  v e g e t a t i o n

th e r e  a r e  m a n y  k i n d  o f c u l t i Y a t i o n s  a c c o r d i n g  t o  t h e d i f f e r e n t n a t －

a n d  e c o l o g y ， W e  h a v e  t o  p r e p a r e  m a n y  k i n d  o f  m o t h o d  o f d e s e r t ト

a g r ic u ltu r e d e v e lo p m e n t a n d s ta b iliz in g v e g e ta t io n a r e m a n y a ls o ・

（S 。il P hy s． C on d ．P lant G row tb，Jpn り 63 ，3卜 42， 1991）




